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9
4
1

限
刻
許
可
を
求
心
だ
と
こ
ろ
、
幸
い
御
許
し
を
得
た
た
参
、
こ
こ
に
限
刻
す
る
次
詐

で
あ
る
。

聖
徳
太
子
の
伝
記
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る

『聖
徳
太
子
伝
暦
』

(以
下

「伝
暦
」
’と

略
記
)
は
太
子
没
後
ま
も
な
く
萌
芽
し
、

そ
の
後
発
展
し
て
き
た
太
子
信
仰
に
よ
っ

て
成
立
し
た
先
行
の
信
仰
的
伝
説

・
説
話
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
暦
の
撰

者

・
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
故
藤
原
猶
雪
博
士
の
考
証
に
よ
る
藤
原
兼
輔
延
喜
十

七
年

(九
一
七
)
原
撰
説

(『日
本
仏
教
史
研
究
』
「聖
徳
太
子
伝
暦
復
元
の
研
究
」)
が
定
説

で
あ

っ
た
。
藤
原
兼
輔
原
撰
説
に
対
し
て
は
、
阿
部
隆

一
氏

(前
掲
論
稿
)
・
林
幹
禰

氏

(「日
本
宗
教
史
論
集
」
「「聖
徳
太
子
伝
暦
」
に
つ
い
て
」)

に
よ
っ
て
疑
問
が
投
げ
か

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
永
観
二
年

(九
八
四
)
成
立
の

『
三
宝
絵
詞
』
以
来
、
古
来

の
説
悉
く

「平
氏
撰
」
と
あ
る
理
由
か
ら
で
あ

っ
た
。
万
徳
寺
蔵
本
は
第

一
・
二
冊

の
内
題
に

「聖
徳
太
子
伝
暦

　

平
氏
撰
」
と
記
さ
れ
る
。
伝
暦
の
現
存
諸
本
は
字
句

の
異
同
が
相
互
に
あ
る
け
れ
ど
、
大
差
の
あ
る
異
本
は
存
在
し
な
い
。
「暦
録
」
「七

代
記
」

「本
願
縁
起
」
等
の
引
用
書
の
引
文
が
大
字
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
か
小
字

双
行
の
注
文
に
な
っ
て
い
る
か
の
文
章
形
式
上
の
差
異
の
み
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

万
徳
寺
蔵
本
の
文
章
内
容
は
伝
暦
の
も
の
と
相
違
す
る
か
ら
、
内
題
に
記
す
伝
暦
と

は
異
種
の
太
子
伝
記
で
あ
る
。

伝
暦
以
後
、
伝
暦
の
研
究
註
釈
書
や
法
隆
寺
顕
真
の

『古
今
目
録
抄
』
の
よ
う
に

当
時
の
太
子
信
仰
の
口
伝

・
説
話
を
集
録

・
論
議
し
た
も
の
の
ほ
か
伝
暦
を
敷
術
し

な
が
ら
後
世
の
口
伝

・
説
話
を
包
摂
増
補
し
た
太
子
伝
記
諸
本
が
成
立
し
た
。
太
子

伝
記
諸
本
の
う
ち
、
後
代
の
太
子
伝
記
の
藍
本
と
な
っ
た
の
は
、
阿
部
隆

一
氏
が
前

一
二
五

愛
知
県
瀬
戸
市
塩
草
町
の
真
宗
高
田
派
万
徳
寺
に

『聖
徳
太
子
伝
』
(以
下

「万
徳

寺
蔵
本
」
と
略
記
)
全
五
冊
を
所
蔵
す
る
。

江
戸
時
代
の
地
誌

『尾
州
府
志
』
「張
州

雑
志
」
『尾
張
志
』
に
万
徳
寺
宝
物
と
し
て
見
え
て
い
る
も

の
で
、
「尾
張
志
」
は

「世
に
流
布
の
太
子
伝
と
は
た
が
ひ
て
め
づ
ら
し
き
古
書
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

近
年
に
至

っ
て

は
、
太
田
正
弘

編

「愛
知
県
史
料
叢
刊

・
瀬
戸
市
内
所
在
史
料
」

(昭
和
四
十
四
年
刊
)
に
奥
書
の
み
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
若
林
隆
光
編

「聖
徳
太

子
関
係
文
献
目
録
」

(『聖
徳
太
子
と
日
本
文
化
』
所
収
・
昭
和
二
十
六
年
刊
)
小
倉
豊
文

編

「
「聖
徳
太
子
」
研
究
資
料
目
録
」
(「聖
徳
太
子
と
聖
徳
太
子
信
仰
」所
収
・昭
和
三
十
八

年
刊
)
阿
部
隆

一
著

「室
町
以
前
太
子
伝
記
類
書
誌
」
(「聖
徳
太
子
論
集
」
所
収
・
昭
和

四
十
六
年
刊
)

を
は
じ
め
と
す
る
文
献
目
録
に
見
え
て
い
な
い
。

万
徳
寺
蔵
本
は

一

部
の
研
究
者
に
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
調
査
研
究
は
行
な

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
聖
徳
太
子
の
伝
記
は
個
人
の
伝
記
と
し
て
最
も

多
く
現
存
す
る
け
れ
ど
ほ
と
ん
ど
未
刊
の
写
本
と
し
て
未
調
査
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と

を
反
省
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
況
で
あ
る
。
か
か
る
多
く
の
伝
記
を
成
立
さ
せ
た
背

景
で
あ
る
太
子
信
仰
の
史
的
研
究
は
そ
れ
ら
の
分
析
に
よ
る
以
外
は
な
い
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
本
研
究
所
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
四
日
に
万
徳
寺
資
料
調
査
を
行
な
っ

た
。
そ
の
時
本
書
を
写
真
撮
影
し
検
討
し
た
結
果
、
本
書
の
罰
刻
に
よ
っ
て
太
子
信

仰
の
史
的
解
明
の
一
助
と
な
そ
り
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
万
徳
寺
住
職
安
藤
師
に

聖
徳
太
子
伝

解

　　

題



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

掲
論
稿
に
お
い
て
文
保
本
太
子
伝
と
仮
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
中
に
鎌

倉
時
代
末
の
文
保
年
間
の
記
事
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
『聖
徳
太
子
全
集
』
第
三
巻

に
は
醍
醐
寺
蔵
本
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
文
保
本
太
子
伝
の
う
ち
最
も
古
い

写
本
は
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
蔵
本
で
あ
る
。
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
蔵
本
に
奥
書
よ
れ

ぱ
、
原
本
は

「四
天
王
寺
石
田
坊
之
秘
伝
」
に
し
て
、
モ
の
奥
書
に
は

「不
可
出
院

内
又
不
可
有
外
見
以
起
請
文
唯
是

一
人
付
属
也
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
秘

伝

か
ら

「応
永
十
二
年
配
七
月
晦
日
於
四
天
王
寺
蓮
華
蔵
院
之
内
護
摩
堂
大
愚
叟
生
年
六
十

二
而
書
写
校
合
仕
早
」
の
道
智
書
写
本
を
、
応
永
十
五
年

(
一
四
〇
八
)
摂
津
国
西
成

榎
並
下
庄
西
方
赤
河
大
金
剛
院
三
蔵
坊
住
侶
性
算
が
転
写
、
嘉
吉
二
年

(
一
四
四
二
)

摂
津
国
東
成
郡
志
宜
寺
庄
法
安
寺
光
明
院
に
お
い
て
法
印
権
大
僧
都
宥
海
が
書
写
、

今
本
は
享
徳
四
年

(
一
四
五
五
)
摂
津
国
渡
辺
仏
勝
寺
宝
乗
院
に
お
い
て
阿
闇
梨
全
智

の
書
写
と
い
う
次
第
で
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
(『日
光
山

「天
海
蔵
」
主

要
古
書
解
題
』)

し
か
る
に
、
万
徳
寺
蔵
本
第
五
冊
奥
に
記
す
同
筆
の
識
語
に
物
語
る
本
書
の
伝
授

由
来
を
解
釈
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
本
伝
は

「芹
田
坊
之
秘
伝
」
に
し
て
。

「四
天
王
寺
東
門
村
蓮
華
蔵
院
護
摩
堂
」
に
お
い
て
書
写
し
た
。
原
本
奥
書
に
は
、

本
伝
は
院
外
に
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
け
れ
ど
、
起
請
文
が
あ
る
場
合
に
の
み
唯

一

人
に
付
属
す
る
も
の
で
、
他
見
は
許
さ
な
い
と
い
う
。
本
伝
が
秘
本
と
い
え
ど
も
、

道
見
は
1　
約
を
な
し
た
ゆ
え
に
、
芹
田
坊
長
老
龍
雄
か
ら
書
写
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
。
筆
者
は
沙
弥
元
泰
で
、
時
に
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

9
光
輪
王
寺
蔵
本
親
本
と
万
巷
寺
蔵
本
親
瀋
と
政
と
も
に
私
伝
で
あ
る
Q
4
Jl

　

g

一
二
六

光
輪
王
寺
蔵
本
第

一
次
転
写
本
と
万
徳
寺
蔵
本
と
は
と
も
に
蓮
華
蔵
院
護
摩
堂
に
お

い
て
伝
授
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
日
光
輪
王
寺
蔵
本
に
い
う

「四
天
王
寺
存
田
坊
」
と

万
徳
寺
蔵
本
に
い
う

「芹
田
坊
」
と
は
同
じ
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
い

う
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
万
徳
寺
蔵
本
第
五
冊

二
十

丁
裏
九
行
目
の

「茨
田
池
」
と
二
十

一
丁
目
裏
九
行
目
の

「茨
田
寺
」
の

「茨
」
に

「
セ
リ
」
の
読
み

仮
名
を
付
け
る
か
ら
、
万
徳
寺
蔵
本
で
は

「芹
田
坊
」
が

「茨
田
寺
」
を
指
す
よ
う

に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「茨
田
」
は
河
内
国
茨
田
郡

(現
在
大
阪
市
鶴
見
区
)
の
地
名

で
、
「
マ
ソ
ダ
」
「
マ
ム
タ
」
「
マ
ツ
ダ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
日
光
輪
王
寺
蔵
本
の

「石
田
坊
」
の

「花
」
は

「
カ
ウ
」
「ギ
ャ
ウ
」
「
カ
ソ
」
と
読
む
か
ら
、

「
セ
リ
」

と
は
読
め
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
書
写
の
時
に

「花
」
「芹
」
の
ど
ち
ら
か
を
誤
っ
て

書
い
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
如
く
な
れ
ば
。
日
光
輪
王
寺
蔵
本
と
万
徳
寺
蔵
本
と
は
同
じ
親
本
か
ら
の
も

の
と
い
え
よ
う
け
れ
ど
、
日
光
輪
王
寺
蔵
本
は
首
に
太
子
讃
嘆
表
白
を
冠
し
て
本
文

に
入
り
私
年
号
を
用
い
る
年
代
記
で
元
来
絵
説
き
を
主
眼
と
し
た
太
子
伝
記
で
あ
る

か
ら
、
万
徳
寺
蔵
本
の
文
章
と
は
異
な
る
。
日
光
輪
王
寺
蔵
本
と
万
徳
寺
蔵
本
と
は

異
種
の
太
子
伝
記
で
あ
る
ゆ
え
、
四
天
王
寺
の
芹

(花
)
田
坊
に
は
二
種
類
の
太
子

伝
記
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
万
徳
寺
蔵
本
の
本
文
は
十
六
歳
守
屋
合
戦
の
部
分
の
み
異
筆
で
、
文
章
も

異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
の
み
異
種
の
太
子
伝
記
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
十
六
歳
守
屋
合
戦
の
部
分
は
私
年
号
を
用
い
る
文
保
本
太
子
伝
に
類
似
す
る

か
ら
。
府
佃
坊
私
伝
の
胴
体
の
太
子
伝
記
あ
る
い
社
そ
9
W
　t4
ら
引
月
し
た
と
考



て
い
た
太
子
伝
と
考
え
ら
れ
る
。

『古
今
目
録
抄
』
に
よ
れ
ば
、

文
松
子
は

「太
子

之
舎
人
也
、
梵
天
化
身
で
」
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
け
れ
ど
、
伝
の
巻
数
に
つ

い
て
は

「
一
巻
伝
云
、
松
子
伝
」
「十
二
巻
者
集
諸
太
子
伝
、
此
内
有
松
子
伝
で
」

「松
子
伝
者
或
十
巻
或
十
二
巻
で
、
御
廟
内
文
者
第
十
巻
文
云
ご

「松
子
伝
云
一巻

伝
」
と
も
記
す
。
『古
今
目
録
抄
』
に
「
一
巻
伝
云
、松
子
伝
、
敏
達
天
皇
即
位
二
年
笑
巳

聖
徳
太
子
降
誕
で
」
と
引
用
す
る
箇
所
は
、
『上
宮
太
子
拾
遺
記
』
に
「
一
巻
太
子
伝

日
、
淳
名
倉
太
玉
敷
皇
子
、
治
天
下
十
四
年
、
即
敏
達
即
位
二
年
聚
巳
、
聖
徳
太
子

降
誕
文
」
と
引
用
す
る
箇
所
に
相
当
す
る
。

『上
宮
太
子
拾
遺
記
』
に

「
一
巻
伝
日
、

自
敏
達
天
皇
即
位
第
二
年
四
誕
生
・
至
推
古
天
皇
即
位
第
三
十
年
又
五
十
ヶ
年
也

　　匹

云
」
「葵
巳
生
敏
達
二
年
、

壬
午
滅
推
古
址
年
。

又
云
二
年
巳
後
、

又
云
後
満
五
十
年

(中
略
)
已
上

一
巻
伝
意
如
此
」
と
引
用
す
る
箇
所
は
、
万
徳
寺
蔵
本
第
五
冊
二
十

九
丁
表
に

「松
子
云
、
太
子
四
十
九
歳
御
入
滅
ヲ
延
給

(中
略
)
太
子
満
五
十
歳
十

二
月
廿

一
日
蜀
酉
日
ノ
時
也
」
と
引
用
す
る
箇
所
に
相
当
す
る
。
こ
れ
の
記
事
か
ら
し

て
、
「松
子
伝
」
は
伝
暦
が

「二
巻
伝
」

と
通
称
さ
れ
た
よ
う
に

「
一
巻
伝
」
と
通

称
さ
れ
て
い
た
こ
と
知
れ
る
。

「平
氏
云
」
「氏
云
」
「平
氏
伝
」

は
同
書
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「平
氏
伝
」
と
い
え
ば
、
『古
今
目
録
抄
』
が
伝
暦
を

「平
氏
伝
」
と
記
し
て
引
用
す
る
よ
う
に
、
伝
暦
の
こ
と
を
指
す
け
れ
ど
、
万
徳
寺

蔵
本
に
引
用
す
る

「平
氏
伝
」

は
伝
暦
と
は
異
な
る
。

万
徳
寺
蔵
本
が
引
用
す
る

「平
氏
伝
」
は
、
字
句
の
異
同
は
あ
る
け
れ
ど
、
文
保
本
太
子
伝
の
本
文
に
類
似
す
る
。

わ
ず
か
に
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
万
徳
寺
蔵
本
第

一
冊
十
五
丁
表
の
太
子
四
歳
条
に

「平
氏
言
‘
と
し
て
引
用
す
る
箇
所
は
、

醍
醐
寺
蔵
本
の

「太
子
御
出
世
以
前

’一
{
。

三
七

え
た
い
。

万
徳
寺
蔵
本
の
文
章
形
式
は
基
本
的
に
大
字
の
本
文
と
、
小
字
双
行

・
改
行
低

一

格
や
や
小
字

・
改
行
低

一
格
小
字
双
行
の
注
文
か
ら
構
成
さ
れ

て

い
る
。
「元
興
寺

之
本
記
」
「本
願
縁
起
」
「六
角
縁
起
」
「暦
録
」
「松
子
伝
」
の
よ
う
に
引
用
書
の
引

文
が
改
行
大
字
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
万
徳
寺
蔵
本
親
本

の
祖
本
の
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
伝
暦
古
写
本
の
場
合
に
引
文
を
大
字
本
文
と

す
る
本
は
書
写
時
期
あ
る
い
は
祖
本
の
成
立
時
期
が
古
い
本
で
あ
る
か
ら
、
古
態
を

示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
書
引
文
は

「松
子
伝
」

に
見
ら
れ
る
改
行
大
字
本
文

・
本
文
中
の
小
字
双
行

・
改
行
低

一
格
や
や
小
字

・
改

行
低

一
格
小
字
双
行
と
い
う
よ
う
な
様
々
な
形
式
を
成
す
も
の
が
あ
り
、
祖
本
に
増

補
し
た
も
の
か
、
祖
本
の
形
式
を
改
め
た
も
の
か
断
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

注
文
に
本
文
の
語
句
の
注
記
と
し
て
本
文
中
の
小
字
双
行
の
形
式
を
成
す
と
こ
ろ
は

祖
本
に
あ

っ
た
も
の
か
不
詳
で
あ
る
。

万
徳
寺
蔵
本
の
引
用
注
文
は
右
に
記
し
た
改
行
大
字
の
本
文
の
形
式
を
成
す
諸
書

か
ら
と
、
「或
説
」

「平
氏
云
」
「古
老
人
云
」
「有
伝
」

「氏
云
」
「平
氏
伝
」
「豊
浦

寺
本
記
」

「或
伝
」
「伝
記
」

「有
説
」

「私
云
」
「或
伝
記
」
「
口
伝
」

「
一
説
」
「別

紙
」
「秦
記
」
「障
子
伝
」
な
ど
か
ら
引
用
す
る
。
「元
興
寺
之
本
記
」
「本
願
縁
起
」

「六
角
縁
起
」
「豊
浦
寺
本
記
」
「秦
記
」
は
寺
院
縁
起
類
で
あ
る
。
「暦
録
」
「障
子

伝
」
は
伝
暦
に
も
引
用
さ
れ
る
奈
良
時
代
撰
述
の
も
の
で
あ
る
。
「松
子
伝
」
は

「大

鳥
部
松
子
伝
」
と
も
記
し
て
い
る
が
、
現
在
は
逸
書
で
あ
る
。
親
鸞
の

『上
宮
太
子

御
記
』
や
顕
真
の

『古
今
目
録
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
抗
布
七

。
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理
徳
太
子
伝



ご
天

坊
悉
く
庭
失
し
、
旧
記
霊
宝
多
く
散
失
し
、
豊
臣
秀
吉
の
代
に
は
寺
領
山
林
悉
く
没

収
さ
れ
た
。
徳
川
の
世
と
成
り
、
寺
領
山
林
を
安
堵
さ
れ
、
円
式

・
円
政

・
円
窓
の

三
代
の
間
に
客
殿

・
庫
裡

・
太
子
堂

・
鐘
楼

・
惣
門
悉
く
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。
往

古
よ
り
、
万
徳
寺
太
子
堂
に
は
秘
蔵
の
太
子
十
六
歳
孝
養
像
を
安
置
す
る
。
太
子
像

は
毎
年
旧
暦
七
月
二
十
二
日
の
太
子
会
に
開
帳
さ
れ
、
近
郷
近
在
の
門
信
徒
が
参
詣

す
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。太
子
絵
伝
四
幅
は
土
佐
光
信
筆
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、

第

一
・
四
幅
の
み
現
存
し
、
第
二

・
三
幅
は
江
戸
時
代
初
期
に
桑
子
妙
源
寺
本
を
模

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
正
五
年

(
一
四
六
四
)

施
入
識
語
に
い
う

「尾
州
山
田
郡

内
飽
津
保
上
村
太
子
堂
」
は
、

旧
赤
津
村
白
坂
に
在
る
雲
興
寺
の
永
享
二
年

(
一
四

三
〇
)
雲
興
寺
授
与
証
状
に

「尾
張
国
山
田
郡
飽
津
保
内
白
坂
雲
興
寺
」
と
記
す
か

ら
、
現
在
の
万
徳
寺
の
こ
と
を
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
太
子
伝
記
を
寄
進
し

た
と
い
う
松
原
下
総
守
広
長
は
江
戸
時
代
の
地
誌
に
よ
れ
ば
、
春
日
井
郡
今
村
に
在

っ
た
今
村
城
の
城
主
と
い
う
。

阻
肌
学
園
佛
敗
文
化
研
究
所
紀
1
　第
二
号

`
’

　　　　　　　　　　　

一
一

　

ス

　　　　　

ノ

　　

ヲ

　　

ブ

ル

マ

ヒ

タ

k

　

シ

　　

一
一

我
朝
衆
生
劫
初
以
来
、
更
不
“・思
二知
父
母
重
恩
‘、
其
翔

　

唯
同
二畜
生
‘、
凡
孝
養
父

母
善
根
、
万
善
万
行
中
尤
第

一
殊
勝
善
根
也

(下
略
)」
に
相
当
す
る
。
万
徳
寺
蔵
本

第

一
冊
十
六
丁
裏
の
太
子
五
歳
条
に
「平
氏
言
」
と
し
て
引
用
す
る
箇
所
は
、
醍
醐
寺

蔵
本
の
「誠
此
未
来
記
御
詞

一
モ
無
’違

　

太
子
十
五
才
秋
暮
、御
伯
父
敏
達
天
皇
有
こ

崩
御
・
(下
略
)」
に
相
当
す
る
。

万
徳
寺
蔵
本
引
用

「平
氏
伝
」
は
文
保
本
太
子
伝

の
一
本
で
あ
る
存
田
坊
秘
伝
の
別
本
太
子
伝
記
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ

の

「平
氏
伝
」

「平
氏
云
」

「氏
云
」

と
同
じ
く
、

「或
伝
」

と

「伝
記
」

と

「或
伝

記
」
、
「或
説
」
と
「有
説
」
、
と
い
う
よ
う
に
呼
称
が
異
な
れ
ど
も
同
書
と
考
え
ら
れ

る
も
の
と
、
「古
老
人
云
」
「私
云
」
「
口
伝
」
「
一
説
」
「別
紙
」
と
引
用
す
る
口
伝

・

秘
書
の
類
の
も
の
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

万
徳
寺
蔵
本

に
お
い
て
、
「平
氏
伝
」

「松
子
伝
」
「古
老
人
云
」
を
は
じ
め
と
す
る
伝
記

・
口
伝
を
多
く
引
用
す
る

こ
と

は
本
書
の
特
色
で
あ
り
、
と
く
に
逸
書
の

「松
子
伝
」
の
復
元
と
い
う
点
に
意
義
が

あ
ろ
う
。

万
徳
寺
蔵
本
各
冊
に
は
異
筆
の
施
入
識
語
が
奥
書
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
七
年

(
一

七
一
〇
)
万
徳
寺
第
十
六
代
円
応
の
記
し
た
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、

万
徳
寺
の
縁
起
は

以
下
の
如
く
で
あ
る
。
安
藤
駿
河
守
隆
光
は
親
鸞
聖
人
に
帰
依
し
、
法
名
を
源
海
と

号
し
、
武
蔵
国
豊
島
郡
荒
木
に
万
福
寺
を
創
立
し
た
。
源
海
上
人
の
真
弟
海
円
上
人

は
正
応
元
年

(
一
二
八
八
)
武
蔵
国
荒
木
よ
り
今
の
尾
張
国
春
日
井
郡
赤
津
村
に
来

り
、
万
徳
寺
を
草
創
し
た
。
第
九
代
円
林
上
人
の
時
、
大
檀
那
松
原
下
総
守
広
長
は

寛
正
五
年

(
一
四
六
四
)
客
殿

・
太
子
堂
を
造
立
し
、
太
子
伝
記

・
太
子
絵
伝
な
ら

び
に
寺
領
山
林
を
寄
附
し
た
。
し
か
る
に
、
享
禄

・
天
文
の
兵
乱
に
よ
っ
て
仏
閣
僧



本
稿
は
万
徳
寺
蔵

『聖
徳
太
子
伝
』
(外
題
。)
の
翻
刻
で
あ
る
。

万
徳
寺
蔵
本
は
後
述
書
誌
に
示
す
よ
う
に
、
第

一
冊
と
第
二
冊
の
巻
頭
に
は

「聖

徳
太
子
傅
暦

　　

平
氏
撰
」
と
す
る
内
題
を
持
つ
が
、
第

一
冊
の
最
初
に
附
さ
れ
た

総
目
録
に
は
、
「太
子
伝
目
録
」
と
あ
り
、

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
(
「聖
徳
太
子
全
集
」

三
所
収
等
)
が
暦
の
年
次
で
説
話
を
纂
集
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

万
徳
寺
蔵
本
は

聖
徳
太
子
の
年
令
に
ょ
っ
て
説
話
を
纂
集
し
て
い
る
ほ
か
、
文
中
に

「平
氏
云
」
と

す
る
引
用
文
が
あ
る
点
な
ど
か
ら
み
て
、

『聖
徳
太
子
伝
暦
』

モ
の
も
の
を
直
接
に

う
け
た
系
統
の
写
本
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
外
題
の

「聖
徳
太
子

伝
」
も
、
表
紙
そ
の
も
の
が
後
補
で
あ
る
し
、
題
簸
の
筆
跡
も
本
文
の
筆
跡
の
い
ず

れ
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
来
の
書
名
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら

な

い
。

第
五
冊
の
最
終
丁

(
三
十
七
丁
)
裏
を
切
り
離
し
て
巻
子
装
と
し
た
寛
保
二
年

(
一
七
四
二
)
に
附
さ
れ
た
円
応
の
識
語
に
は

「聖
徳
太
子
伝
」
と
あ
る
の
で
、

少

な
く
と
も
そ
れ
以
前
に

「聖
徳
太
子
伝
」
と
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
あ
え

ず
万
徳
寺
蔵
本

『聖
徳
太
子
伝
』
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

『聖
徳
太
子
伝
』
諸
本
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆

一
氏
の

「室
町
以
前
成
立
聖
徳
太

子
伝
記
類
書
誌
」
(昭
和
四
十
六
年
、
平
楽
寺
書
店
、『聖
徳
太
子
論
集
』
所
収
)
に
詳
し
い

が
、
万
徳
寺
蔵
本
に
つ
い
て
の
書
誌
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
系
統
と
思
わ
れ
る

聖
徳
太
子
伝

書
誌

(
凡
例
)

本
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
。

氏
が
文
保
本
太
子
伝
と
さ
れ
る

「太
子
伝
」
の
他
、
国
書
綜
目
録
で
は
四
種
類
の

別
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
は
未
調
査
で
あ
る
。
文
保
本
太
子

伝
の
一
木
と
さ
れ
る
醍
醐
寺
蔵
本
(「聖
徳
太
子
全
集
」
三
所
収
)
と
比
較
し
て
み
る
と
、

太
子
の
年
令
に
よ
る
説
話
の
配
列
な
ど
の
共
通
性
は
あ
る
も
の
の
、
巻
頭
の

「太
子

讃
嘆
表
白
文
」
が
万
徳
寺
蔵
本
に
は
な
い
こ
と
を
は
じ
め
本
文
に
か
な
り
の
出
入
が

み
ら
れ
、
別
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
文
保
本
太
子
伝
の
一
本
日
光
輪

王
寺
天
海
蔵
蔵
本
の
第
八
冊
末
の
奥
書
は
、
年
次
の
違
い
は
あ
る
も
の
ほ
ゞ
同
様
の

文
面
で
万
徳
寺
蔵
本
第
五
冊
末

(三
十
六
丁
裏
以
下
)
に
み
ら
れ
る
の
で
、
何
ら
か
の

関
連
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

万
徳
寺
御
住
職
安
藤
憲
雄
氏
の
御
諒
解
を
得
て
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
諸
本
と
の
関
係
等
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
、
書
誌

写
本

　　

五
冊

所
蔵

　　

愛
知
県
瀬
戸
市
塩
草
町

　

万
徳
寺

大
き
さ

　

縦
二
十
六

・
ハ
セ
ソ
チ
、
横
二
十

・
一
セ
ン
チ
。

た
だ

し
現
状

は
、
改
装
時
に
本
の
天
地
を
切

っ
て
そ
ろ
え
た
も
の
ら
し
く
、
第
二
冊
の

二
十
五
丁
裏
、
同
三
十
七
丁
裏
等
で
は
最
下
段
か
ら
は
み
出
し
て
記
さ
れ

た
送
り
仮
名
が
切
ら
れ
て
判
読
し
ず
ら
く
な

っ
て
お
り
、
第
二
冊
四
十
五

丁
表
で
は
上
段
に
は
み
出
し
て
注
さ
れ
た
傍
書
の
最
初
の
文
字
が
切
り
落

一
二
九

C b a



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

さ
れ
て
判
読
で
き
な
い
。
改
装
は
虫
損
、
破
損
を
補
修
し
て
行
な
わ
れ
た

も
の
の
よ
う
で
、
第

一
冊
全
丁
と
第
二
、
三
、
四
、
五
各
冊
の
多
く
の
部

分
に
丁
全
体
に
わ
た
る
裏
打
が
、
ま
た
、
第
三
冊
、
第
五
冊
に
は
丁
の
I

部
分
の
み
の
裏
打
が
施
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
第
五
冊
末
最
終
(
三
十
七
)

丁
裏
が
切
り
取
ら
れ
別
装
と
な
っ
た
の
は
こ
の
改
装
後
で
あ
る
の
で
、
遅

く
と
も
寛
保
二
年
以
前
の
改
装
で
あ
る
。

d

　

綴
じ
方

　

袋
綴
。
現
状
は
五
ヶ
所
に
綴
じ
穴
を
あ
け
て
綴
じ
て
あ
る

(第
五

冊
最
終
丁
裏
に
も
あ
る
)
が
、
糸
の
取
れ
た
第
三
冊
、
第
五
冊
を
み
る
と
、

五
ミ
リ
程
背
寄
り
に
、
四
つ
目
綴
の
跡
と
思
わ
れ
る
穴
が
あ
る
。
そ
の
綴

じ
穴
の
最
上
段
と
最
下
段
は

一
部
切
り
取
ら
れ
て
い
る
の
で
前
述
の
改
装

時
の
切
り
そ
ろ
え
は

I
セ
ン
チ
以
上
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

e

　

表
紙

　　

表
紙
に
は
四
つ
目
綴
の
跡
が
な
く
改
装
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

柿
色
。
題
簸
は
左
端
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「聖
徳
太
子
伝

　

一
」
「
(
同
)

二
」
「
(同
)

　

三
」

「
(
同
)

　

四
」
「
(
同
)

　

五
」
と
あ
る
。

f

　

T
数

　　

第

一
冊

　

三
十
六
丁

(目
録
五
丁
を
含
む
。
目
録
最
終
丁
の
裏
は
白
紙
。)

第
二
冊

　

四
十
七
丁

(十
七
丁
は
表
が
五
行
で
終

っ
て
お
り
裏
は
白
紙
。)

第
三
冊

　

四
十
四
丁

第
四
冊

　

四
十
四
丁

(最
終
丁
は
裏
が
白
紙
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
裏

一
三
〇

表
紙
に
貼

っ
て
あ
る
。)

第
五
冊

　

三
十
七
丁

(最
終
丁
裏
は
別
装
と
な
り
現
在
は
裏
打
紙
が
み
え
て
い
る
。)

い
ず
れ
も
遊
紙
は
な
い
。

g

　

目
録

　　

第

一
冊
は
じ
め
に
総
目
録
を
あ
げ
る
。
目
録
は
太
子
の
年
令
と
そ

こ
に
収
め
ら
れ
た
説
話

・
記
事
の
題
目
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
の

は
じ
め
に
朱
の
合
点
を
記
す
他
、
人
名
等
に
も
同
じ
朱
の
合
点
を
施
し
た

部
分
も
あ
る
。
目
録
も
翻
刻
し
た
が
、
目
録
に
示
さ
れ
た
題
目
と
本
文
中

の
合
点
と
の
関
係
は
、
以
下
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。

四 三 二　　　 一

歳 歳 歳　　　 歳

太
子
年
令

⌒　 兄　 桃　 南　 。　 御　 御
天　 オ　 花　 無　 達　 本　 受
下　 御　 与　 仏　 磨　 地　 胎
孝　 遊　 松　 御　 大　 救　 辛
々　　 葉　 舎　 師　 世　 卯

之　 之 利 対 観 正
初　　 御 立 面 音 月
゛　　　

問　　　 思　 垂　
一

答　　　 禅　 述　 日

師
立

二 ¯¯ こ

し C て も ②
て 内 い ` 内 説
独 は る 段 は
立 ` も 落 `
し 本 の が 本
て 文 ゜ く 文
い 中 ぎ 中 話
な で ら で
い は れ 合
も 合 ず 点
の 点 行 は
゜ が  の 記 題
記 途 さ
さ 中 れ
れ か て

ず ら い
` 

始 る 目
説 め け
話 ら れ
と れ ど

- 冊

十 十
三 二 十 九 八 六
|　 |　 |　 1　 1　 1
ウ　 ウ　 ウ　 ォ　 ウ　 ォ

丁



十
七
歳

十
八
歳

十
九
歳

一
一

一

一
-
オ

ニ
ー
オ

五
-
オ

五
-
ウ

九
I
オ

九
歳

十
歳

十

一
歳

廿
歳

八
歳

七
歳

十
五
I
ウ

十
七
I
ウ

十
ハ
ー
ウ

十
八
-
ウ

十
九
I
ウ

ニ
十
-
オ

ニ
十
I
オ

ニ
十
-
オ

ニ
十

一
-
オ

ニ
十
四
-
ウ

ニ
十
六
-
オ

ニ
十
ハ
ー
オ

ー
オ

四
天
王
寺
建
立

《
六
角
堂
建
立
挿
御
守
本
尊
》

自
百
済
国
律
師
恵
聡
来
期
井
佛
舎
利
.
寺
工
、
鍍
盤
工
、

瓦
工
、
画
師
、
呪
師
渡
附
神
下
、
若
木
卿
、
馬
台
前
、

扶
潟
ふ

崇
峻
天
皇
非
命
相
事

日
本
紺
三
介
国
成
六
十
六
全
国
給
立

自
百
済
国
皿
恥
比
丘
尼
来
朝

十

一
月
十
五
日
御
元
服
事

崇
峻
天
皇
為
順
新
羅
百
済
任
那
国
軍
兵
二
万
六
千
余
騎
被

遺
事

真
駒
奉
然
崇
峻
天
皇
良

推
古
天
皇
即
位

(皇
太
子
為
儲
君
給
)

四
天
王
寺
再
興

光
慾
菩
薩
経
讃
嘆
井
、
数
之
寺
塔
発
起
夏

土
佐
南
海
光
木
立
井
、
吉
野
比
曽
寺
事

蕊
四
両
法
師
結
夏
開
夏
勤
行
初
執
行

対
恵
慈
法
師
法
華
経
落
字
良

法
興
寺
造
了
四
四

X

　

!

ナ

g

百
済
国
阿
佐
太
子
来
朝
同
帰
唐
事

芹
摘
后
御
事

馬
駒
事
井
日
本
国
飛
行
諸
神
御
問
答
立

十
ニ
ー
オ

十
三
I
オ

十
四
-
オ

六
歳

五
歳

敏
達
天
皇
御
崩
御

学
文
書
御
手
習
之
初

経
論
御
披
見

前
身
御
物
語

自
去
年
之
経
論
披
見
畢

(正
五
九
月
十
六
日
)

(六
斎
日
)

(二
季
彼
岸
夏
)

自
新
羅
国
釈
迦
三
尊
渡

天
照
大
神
三
面
之
御
鏡
立

災
惑
星
事
土
師
連
八
嶋
奏
聞
敏
達
天
皇
事

東
夷
日
本
乱
入
太
子
以
神
変
御
対
治
事

御
兄
矛
井

一
門
王
子
卿
上
等
紺
六
人
弓
石
詩
歌
、
管
絃
、

文
弱
、
相
撲
等
教
給

自
高
麗
日
羅
上
人
将
来

自
高
麗
国
石
像
弥
勒
将
来

八
豊
浦
寺
建
立
事
》

守
屋
勝
海
連
発
向
興
厳
寺

(善
光
寺
如
来
御
事
)

御
父
用
明
天
皇
即
位

用
明
天
皇
崩
御

(守
屋
御
対
治
)

十

一
I
ウ

十
六
-
オ

十
六
I
オ

十
八
‐
ウ

ニ
十
ニ
ー
オ

ニ
十
ニ
ー
ウ

ニ
十
四
I
ウ

ニ
十
五
―
オ

ニ
十
六
I
オ

ニ
十
七
-
ウ

三
十
-
ウ

三
十
七
-
オ

廿
六
歳

廿
七
歳

十
五
歳

十
六
歳

十
五
-
ウ

十
八
-
オ

十
九
-
オ

四
十
-
ウ

聖
徳
太
子
伝

一
三

一

内
用
明
天
皇

四
皿
》

廿
五
歳

五
I
オ

ハ
ー
オ

ハ
ー
オ

十
I
ウ

一

一

廿

一
歳

廿
二
歳

十
四
歳

廿
三
歳

廿
四
歳

十
二
歳

十
三
歳



四
十
三
-
ウ

ー
ー
オ

三
-
ウ

三
-
ウ

四
I
オ

四
-
ウ

四
-
ウ

五
-
オ

五
-
オ

ハ
ー
オ

ハ
ー
ウ

九
-
ウ

十

一
-
ウ

十
二
-
オ

十
ニ
ー
ウ

十
二
-
ウ

十
ニ
ー
ウ

十
二
-
ウ

十
二
-
ウ

十
三
-
オ

十
七
I
オ

十
七
-
ウ

十
九
-
オ

一

一

一

十
八
-
ウ

ニ
十
-
ウ

ニ
十
四
-
オ

ニ
十
四
-
オ

ニ
十
四
-
ウ

ニ
十
五
-
ウ

ニ
十
六
I
ウ

ニ
十
七
-
オ

ニ
十
七
I
ウ

三
十
I
ウ

三
十
五
I
オ

三
十
六
-
オ

三
十
六
I
ウ

三
十
八
-
オ

四
十
I
オ

四
十
-
ウ

四
十

一
-
オ

四
十
ニ
ー
オ

四
十
二
-
オ

ー
オ

ー
オ

ー
ウ

ニ
ー
オ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

(新
羅
国
自
献
孔
雀
鳥
良
)

大
地
振
立

自
百
済
国
貢
、
駱
創
、
馴
、
羊
、
自
辨
事

攻
新
羅
事

上
宮
太
子
申
立

法
隆
寺
三
尊
堂
事

《
令
任
那
救
立
》

《
曲
河
老
翁
事
》

攻
新
羅
事

八自
W
済
貿
い晨
惣
渡
支
V

《
如
来
信
州
下
向
事
》

八
厳
嶋
大
明
神
夏
》

米
目
王
子
依
災
国
調
伏
於
筑
紫
高
給
事

製
五
行
位
給
立

《
近
江
国
長
命
寺
観
音
事
》

八
同
国
観
音
寺
御
建
立
》

八
摂
津
国
仲
山
寺
夏
》

欽
明
天
皇
御

大
和
桧
隈
寺
菩
提
研

仏
法
貨
白
馬
来
漢
土
事

製
憲
法
十
七
奎
条
給

改
朝
礼
事

楓
林
御
夢
事

八
画
師
支
》

S
iilS

S1
11一̀
‐

一
lf
を

a

一
三

二

遷
都
之
事

平
京
開
給
事

太
子
妙
説
疸

自
高
麗
金
送
渡
事

八
遷
班
鳩
宮
給
夏
》

大
和
国
中
令
付
大
道
給
事

望
椎
坂
北
給
事

丈
六
二
区
奉
居
元
興
寺
事

於
橘
寺
勝
鬘
経
講
説
井
天
花
事

遣
唐
使
事

《
諸
国
井
提
事
》

妹
子
臣
帰
朝
事

八
隋
朝
使
入
京
事
》

《
法
華
経
御
夢
取
来
事
》

製
勝
鬘
経
疏
給
事

八
於
四
天
王
寺
七
日
七
夜
念
仏
事
V

(同
善
光
寺
如
来
御
状
井
御
返
事
)

自
高
麗
四
皿
二
口
僧
来
朝

八
黒
駒
鉛
太
子
御
脚
事
》

製
勝
鬘
経
流
給

天
皇
御
狩
事

維
摩
経
御
講
釈

《
自
百
済
国
化
来
人
事
》

廿
八
歳

址
二
歳

州
三
歳

五

四

廿
九
歳

坦

　

歳

州

一
歳



ニ
ー
オ

三
‐
オ

四
-
オ

四
I
ウ

五
I
オ

ハ
ー
オ

ハ
ー
オ

九
-
ウ

十
I
オ

十
I
ウ

十

一
I
オ

十
二
-
ウ

十
ニ
ー
ウ

十
三
I
ウ

十
五
I
オ

十
五
I
ウ

十
六
-
ウ

十
七
I
オ

↑ヤ
七
-
ウ

十
九
-
オ

十
九
-
ウ

ニ
十
I
オ

ニ
十
-
ウ

山
崎
費
寺
支

《
縫

一
万
袈
裟
事
》

《
科
長
御
廟
巡
見
事
》

《
津
国
宰
献
異
形
物
》

《
千
余
種
薬
支
》

桃
花
宴
事

天
下
臨
幸
支

八
天
変
事
》

御
最
後
奉
拝

御
蘇
生
事

間
人
皇
后
奉
別
事

二
月
廿

一
日
夜
半
御
遷
化

二
十

一
-
オ

ニ
十

一
-
ウ

ニ
十

一
-
ウ

ニ
十
二
-
ウ

ニ
十
三
I
オ

ニ
十
五
I
オ

ニ
十
五
-
ウ

ニ
十
六
-
ウ

ニ
十
七
-
オ

ニ
十
八
-
オ

ニ
十
九
I
オ

三
十

一
I
ウ

《
百
済
国
伶
人
来
朝
》

諸
国
令
堀
井
堤
事

大
道
修
治
支

科
長
御
墓
造
貞

A
飢
人
事
》

梵
網
経
将
来

犬
喰
然
鹿
立

《
千
人
出
家
立
》

八
椎
坂
山
神
舞
事
》

製
法
華
経
疏

恵
慈
法
師
帰
国

御
具
足
共
寺
々
施
入

八
天
皇
御
悩
事
》

八
新
羅
国
薬
師
如
来
奉
渡
》

勝
鬘
経
講
説
立

奈
良
西
京
未
来
記
事

海
表
国
興
軍
事

A
膳
姫
倶
前
身
御
物
語
》

婆
羅
門
僧
事

浅
科
長
墓
一町
御
出
事
》

畿
内
巡
見
支

八
蒲
生
河
異
形
物
支
》

八
諸
国
池
水
成
血
色
》

聖
徳
太
子
伝

四

本
文
中
の
各
年
令
毎
の
冒
頭
説
話
に
は
合
点
は
な
く
、
太
子
の
年
令
の
上

に
朱
丸
印
を
捺
す
。
こ
れ
も
合
点
と
同
様
に
扱

っ
た
。
ま
た
、
太
子
三
十

三
歳
の
条
の
説
話

(記
事
)
の
う
ち
、

「画
師
支
」
と

「遷
都
之
事
」
と

は
目
録
と
本
文
中
と
で
は
配
列
が
逆
に
な

っ
て
い
る
。

h

　

内
題

　　

第

一
冊
の
巻
頭

(六
丁
表
)
お
よ
び
第
二
冊
の
一
丁
表
の
最
初
に

「聖
徳
太
子
傅
暦

　　

平
氏
撰
」
と
あ
る
他
は
、
第
三
、
四
、
五
冊
い
ず

れ
に
も
内
題
、
尾
題
は
な
い
。

i

　

本
文

　　

本
文
は
準
漢
文
体
表
記
。
文
中
に
割
注
を
施
す
ほ
か
、
長
文
の
引

用
、
私
注
を
や
X
小
字
で
記
す
。
多
く
の
場
合

一
段
下
げ
と
な

っ
て
い

一
三
三

四



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

る
。
小
字
の
引
用
文
に
は
書
き
下
し
文
体
表
記
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

す
べ
て
の
部
分
に
対
し
て
、

訓
点
、
振
り
仮
名
、
捨
て
仮
名
等
が
施
さ

れ
、
ま
X
行
間
に
傍
注
が
附
さ
れ
、
音
読
熟
字
に
は
中
央
に
、
訓
読
熟
字

には左
端
に1
線
が施
され
ると
ころもあ
る。

ま
た
朱
筆
で
、
前
述
目
録
部
分
の
他
、
本
文
中
に
も
合
点
、
来
丸
印
、

読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
第
三
冊
三
十
五
丁
表

・
裏
の
破
損
部
分
が
朱
筆

で
本
文
を
書
き
入
れ
て
あ
る
ほ
か
、
第
五
冊
十
五
丁
裏
か
ら
十
七
丁
表
に

か
け
て
朱
筆
の
頭
注
と
漢
数
字
を
伴

っ
た
合
点
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
冊
十

一
丁
表
及
び
十
六
丁
裏
は
本
文
の
一
部
が
切
り
取
ら
れ
、
第

三
冊
二
十
七
丁
裏
、
二
十
八
丁
表
は
本
文
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
下
の
方

が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
第
二
冊
三
十

一
丁
表
に
附
笑
が
あ
る
ほ
か
、
本

文
中
に
貼
紙
に
よ
る
補
訂
が
ま
X
あ
る
。

j

　

筆
跡

　　

本
文
は
二
筆
。
第

一
冊
、
第
三
冊
、
第
四
冊
、

第
五
冊

の
全
体

と
、
第
二
冊
の

一
丁
か
ら
十
七
丁
表
、
三
十
八
丁
表
か
ら
最
終
丁
ま
で
が

第

一
筆
。
第
二
冊
の
十
八
丁
表
か
ら
三
十
七
丁
裏
が
第
二
筆
で
あ
る
。
こ

の
第
二
筆
部
分
は
文
体
等
に
も
違
い
が
み
ら
れ
、
よ
り
文
保
本
太
子
伝
に

近
い
内
容
で
あ
り
、
す
ぐ
前
の
十
七
丁
が
表
五
行
目
ま
で
書
か
れ
た
だ
け

で
以
下
が
白
紙
と
な

っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
親
本
に
太
子
十
六
歳
の

条

(守
屋
合
戦
)
が
欠
落
し
て
い
て
別
本
か
ら
補
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ

第

一
筆
は
、
第

一
冊
の
目
録
及
び
第
五
冊
末
の
奥
書
き
と
も
同
筆
で
あ

一
三
四

り
、
奥
書
き
に
あ
る

「筆
者
沙
弥
元
泰
誌
之
」
の
元
泰
の
手
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

訓
点
等
に
は
。
本
文
と
同
筆
で
、
朱
筆
以
前
の
も
の
と
そ
れ
以
後
の
も

の
と
が
あ
る
他
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
補
筆
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
モ

れ
ら
の
う
ち
、
う
す
く
書
き
入
れ
た
も
の
が
最
も
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

朱
筆
は
、
書
き
入
れ
、
頭
注
、
漢
数
字
を
伴

っ
た
合
点
が

や

X
り

す

く
、
後
の
補
入
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
他
の
朱
丸
印
、
合
点
、
読
点
と
は

別
筆
で
あ
る
。

各
冊
末
お
よ
び
別
装
と
な

っ
て
い
る
第
五
冊
末
三
十
七
丁
裏
に
記
さ
れ

た
松
平
下
総
守
広
長
の
寄
進
文
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
別
筆

で
あ

る
。

k

　

用
字

　　

漢
字
に
は
異
体
字
、
俗
体
字
、
略
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

モ
の
う
ち
目
録
に
み
ら
れ
も
の
を
例
に
と
る
と
、

御

(御
)

　

垂

(垂
)

　

支

(事
)

　

柾

(
桃
)

苔

(答
)

　

オ

(弟
)

　

美

(
葵
)

　

逍

(遊
)

紅

(経
)

　

土

(
土
)

　

惑

(惑
)

　

夷

(夷
)

封

(對
)

　

井

(井
)

　

郷

(
卿
)

　

等

(
等
)

弓

(
弓
)

　

ホ

(等
)

　

麓

(
麗
)

　

勒

(勒
)

未

(末
)

　

奥

(
興
)

　

律

(律
)

　

奎

(
書
)

衆

(桑
)

　

状

(汰
)

　

屋

(
尼
)

　

宜

(直
)

誼

(倣
)

　

再

(
再
)

　

尨

(汲
)

　

住

(佐
)



契

(異
)

　

敲

(巌
)

条

(條
)

　

夢

(
夢
)

匝

(
区
)

　

鸚

(鬘
)

踊

(路
)

　

拐

(修
)

舞

(舞
)

　

尼

(
是
)

悩

(
悩
)

　

姫

(姫
)

宴

(宴
)

　

戎

(
秤
)

等
で
あ
る
。

ま
た
片
仮
名
で
は
、

「
コ
ト
」
に

「
1
」
「
シ
テ
」
に

「
ノ
」
、

「
タ
テ

マ
ツ
ル
」

に

「上

ル
」
、

「
タ

マ
フ
」

に

「玉

フ
」
、

「
ト
モ
」

に

「
氾
」
、

「
ネ
」
に

「子
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

観

(観
)

遷

(遷
)

講

(
講
)

梵

(梵
)

仁

(
々
)

一町

(
所
)

萩

(蘇
)

d

　

そ
の
他
の
朱
筆
に
つ
い
て
は
、
合
点
、
朱
丸
印
を
除
き
口
で
囲
み
右
肩
に
朱

と
し
て
示
し
た
。

e

　

漢
字
は
原
則
と
し
て
正
字
体
を
用
い
た
。
当
用
漢
字
も
略
字
と
み
な
し
て
正

字
体
に
改
め
た
。
(正
字
体
。

俗
字
体
等
の
判
断
は
、

大
修
館
書
店

『大
漢

和
辞
典
』
縮
刷
版
第
五
刷
に
拠

っ
た
。)

別
字
と
し
て
採
り
挙
げ
た
も
の
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

支
‡
事

　

オ
‡
弟
あ
る
い
は
第
、
ホ
‡
等
、
然
‡
殺
、
余
‡
除
、
万
‡
萬
、

一町
‡
所
、
販
‡
降
、
弁
‡
滸
、
辨
あ
る
い
は
辨

ま
た
、
本
来
別
字
で
あ
る
が
、
書
写
者
の
書
き
く
せ
か
ら
別
字
と
判
断
す
べ

き
で
は
な
い
と
し
た
も
の
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

釈
‡
釈

(憚
)
、
状
‡
汰
、
奎
t
4　

(
ヶ
)
、

尽
‡
尼
、
牙
‡
可

(
互
)
、
頁

‡
負
、
改
‡
改
、
番
‡
番

(
た
だ
し
、

一
例
の
み
は
1　
と
す
る
。
)

正
し
く
表
記
さ
れ
て
い
た
い
が
、
意
味
の
上
か
ら
判
断
し
て
別
字
と
し
た
も

の

に
。

己
、
已
、
巳
が
あ
る
。

f

　

本
文
に
入
れ
ら
れ
た
訂
正
に
は
右
あ
る
い
は
左
に
ヒ
記
号
を
与

え

た
も

の

と
、
斜
線
で
消
し
た
も
の
、
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
も
の
が
あ
り
、
右

あ

る

い
は

左
、
下
な
ど
に
訂
正
し
た
文
字
が
あ
る
。
証
正
し
た
文
字
は
そ
の
位
置
に
小

さ
く
示
し
。
訂
正
さ
れ
た
文
字
は
左
に
々
記
号
を
与
え
て
示

し

た
。
た
だ

し
、
前
述

『大
漢
和
辞
典
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
誤
字
と
思

わ
れ

る
も

の
、
ま
た
重
ね
書
き
、
ぬ
り
つ
ぶ
し
な
ど
で
も
と
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い

一
三
五

津

(津
)

記

(説
)

取

(取
)

飲

(
然
)

絶

(
施
)

脊

(賓
)

〔
出
例
順
〕

bC

　

本
文
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
あ
き
ら
か
に
後
の
補
入
と
思
わ
れ

る
振
り
仮
名
と
、
朱
で
入
れ
ら
れ
た
熟
字
を
示
す
線
及
び
読
点
は
こ
れ
を
省

い
た
。

聖
徳
太
子
伝

a 二
、
凡
例

翻
刻
に
あ

っ
て
は
以
下
の
方
針
に
従

っ
た
。

改
丁
。
改
行
は
原
態
通
り
と
し
た
。

割
り
注
は
活
字
を
小
さ
く
し
、

一
段
下
げ
の
引
用
に
つ
い
て
は
本
文
と
同
じ

大
き
さ
の
活
字
で
組
み
、
そ
の
丁
が
す
べ
て

一
段
下
げ
で
組
ま
れ
て
い
る
場

合
に
は
*
印
を
第

一
行
上
に
与
え
た
。



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

　　　

じ

も
の
は
口
と
し
た
。

g

　

補
入
は
O
印
を
与
え
て
右
あ
る
い
は
左
に
書
か
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
た

’

位
置
に
小
さ
く
記
し
た
。

　　　　　

/

h

　

重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
部
分
は
上
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
に

採
用
し
、
下
の
も
の
が
判
読
し
う
る
場
合
に
は
右
に

(
)
に
入
れ
小
さ
く
示

し
た
。

・1

　

附
笑
あ
る
は
貼
紙
に
記
さ
れ
た
文
字
は
【‐
】で
囲
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
附
、

貼
と
右
肩
に
示
し
た
。

j
ご
傍
書
さ
れ
た
注
記
は
そ
の
書
き
始
め
の
高
さ
を
原
態
通
り
と
し
小
さ
い
活
字

で
組
ん
だ
。

な
お
、
翻
刻
は
、
’第

一
冊
、
第
二
冊
、
第
三
冊
を
渡
辺
が
、
第
四
冊
、
第
五
冊
を

小
島
が
担
当
し
、
問
題
点
を
検
討
し
、
整
理
統

一
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
三
六



(
一
才
)

太
子
傅
目
録

y

　　　　

~

六
斎
日

　　

二
季
彼
岸
支

八
歳
一一　　節
新
羅
國
秤
迦
三
傘
渡

穴
照
大
御
三
面
之
御
鏡
支

九
歳
匹
処
惑
星
事
土
師
連
八
嶋
奏
聞
敏
達
天
皇
事

十
歳
四
戴
夷
日
本
既
大
太
子
以
9　
漿
御
對
治
事

十
一歳
心
肺
兄
才
井
一門
王
子
卿
上
等
巫
(人
弓
石
詩
歌

訊
絃
丸
農
肺
撲
ホ
数
給

十
二
歳
孵
節
高
麗
日
羅
上
人
将
来

十
三
歳
四
節
高
麗
國
石
像
禰
勒
将
宗

　

獣
浦
寺
建
立
事

聖

徳

太

子

伝

　

一

聖
徳
太
子
伝

　

一

二
二
七

太
子
匹
凱
受
胎
辛
卯
正
月
一
日

　　

鵬
本
地
救
世
観
音
垂
述

~達
磨
大
師
對
面
思
禅
師
支

二
歳
四
献
無
佛
御
舎
利
支

三
歳
四
撚
花
年
呉
松
葉
之
御
問
答

四
歳
匹
烈
オ
御
遊

　　

穴
下
孝
々
之
初

五
歳
望
」達
天
皇
御
崩
御

　　

肌
文
書
御
手
習
之
初

六
歳
11
緻
論
御
披
見

　　

献
身
之
御
物
語

七
歳
心
臥
去
年
之
経
論
披
見
畢

　　

凱
五
九
月
十
六
日



(
ニ
ウ
)

十
四
歳
匹
も
屋
勝
海
連
辰
向
興
巌
寺

　

凱
光
寺
如
爽
御
事

十
五
歳
質

十
六
歳
立
臥
明
天
皇
崩
御

　

鴉
屋
御
對
治

　

駆
明
天
皇
四
一匹

臥
天
王
寺
建
立

　

八
角
堂
建
立
井
御
守
本
奪

臥
百
済
國
律
師
恵
咄
爽
朝
井
佩
舎
利
執
工
畝
盤
師
私
エ

訟
静
叙
雫
訊
木
歎
賞
卦
卿ふ

十
七
歳
四
崇
峻
天
皇
非
命
相
事

十
八
歳
E
臥
十
珊
一禾
國
畝
六
十
六
個
介
國
給
食

(
ニ
オ
) 同

朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

一
三

八

廿
歳
心
胆
峻
天
皇
鳥
順
新
羅
百
済
任
那
國
軍
兵
二
万
六
千
余
騎

廿
五
歳
匹
姚
恵
慈
法
師
法
華
経
落
字
支

　

猷
興
寺
造
了
H

廿
六
歳
町
気
済
國
阿
佐
太
子
来
朝
同
蹄
唐
事

十
九
歳
匹
飢
百
済
國
皿
に
]比
丘
尼
来
朝

　

「

一
月
十
五
日
御
元
服
事

~皿
鵬
則
法
師
結
夏
開
夏
勒
行
初
執
行

被
遣
事

廿

一
歳
E
臥
駒
奉
然
崇
峻
天
皇
女

廿
二
歳
皿
掛
古
天
皇
印
位

　

卦
太
子
篤
儲
君
給

　

臥
天
王
寺
再
興

廿
三
歳
四
私
慾
菩
薩
経
讃
嘆
井
叡
之
寺
塔
翌
起
支

　　　

`

廿
四
歳
心
公
佐
南
海
光
木
安
井
払
野
比
曾
寺
事

　

.



凱
五
行
位
給
支

　

燃
江
國
長
命
寺
観
音
事

同
國
観
音
寺
御
建
立

　

扱
津

―
仲
山
寺
皮

処
和
檜
隈
寺
四
回
皇
御

　

佩
法
員
白
馬
来
漢
土
事

琲
三
歳
叩

　

凱
憲
法
十
七
介
條
給

　

畝
朝
膿
事

肌
林
御
夢
事

卦
師
皮

凪
都
之
事

　

t一‥京
開
給
事

1　
四
歳
五
か
子
妙
説
皮

　

凱
高
麗
金
逞
渡
事

　

肌
班
鳩
宮
給
事

~大
和
國
中
令
付
大
道
給
事

1　
五
歳
節
獣
推
坂
北
給
事

　

か
〈二
回
奉
居
元
興
寺
事

於
橘
寺

・
鬘
経
講
説
井
天
花
事

廿
七
歳
作
〔
摘
后
御
事

　

黙
駒
事
井
臥
本
國
飛
行
諸
祚

御
問
答
夏

　

熟
羅
國
自
献
孔
雀
鳥
支

廿
八
歳
紀
が
地
振
夏

　

凱
百
済
國
貢
献
駝
献
荊
缶
雄
事

廿
九
歳
帳
か
新
羅
事

1　
歳
心
八
宮
太
子
中
夏

　

飢
隆
寺
三
9　
堂
事

飢
任
那
救
支

献
河
老
翁
事

(
三
ウ
)

(
三
オ
)

一
三
九

聖
徳
太
子
伝

　

一

笠
轟
砂
羅事
素
晶
喰
混
作1

凱
来
信
州
下
向
事

　

飢
嶋
大
明
紳
支

1　
二
歳
匹
料
目
王
子
依
異
國
調
伏
於
筑
紫
苑
給
事



(
四
ウ
)

星
(歳
に
赳
唐
使
事

　

飢
國
井
堤
事

1　
七
歳
心
妹
子
臣
帰
朝
事

　

隋
朝
使
入
京
事

猷
華
経
御
夢
取
家
事

升
八
歳
E
凱
勝
鬘
経
疏
給
事

　

八
四
天
王
寺
七
日
七
夜
念
佛
事

臥
善
光
寺
如
来
御
状
井
御
返
事

(四
オ
) 同

朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

一
四
〇

1　

九
歳
四一畝
高
麗
詮
九一口曾
来
朝

　

黙
駒
昭
太
子
御
脚
事

四
十
歳
四
凱
勝
鬘
経
疏
給

　

穴
皇
御
狩
事

四
十

一
歳
　　一一肌
摩
経
御
講
憚

　

飢
百
済
國
化
来
人
事

y百
済
國
伶
人
爽
朝

四
十
三
歳
四
更
網
経
路
来

　

た
喰
銘
鹿
支

　

七
人
出
家
支

胆
坂
山
9　
舞
事

四
十
四
歳
七
絶
法
華
経
疏

　

駆
慈
法
師
録
國

四
十
五
歳
四
畝
具
足
共
寺
々
施
入

　

穴
皇
御
悩
事

孤
羅
國
薬
師
如
爽
奉
渡

四
十
六
轟
]臥
鬘
経
講
説
支

　

凱
良
西
京
未
爽
記
事

四
十
七
歳
型
一表
國
興
軍
事

　

凱
姫
倶
前
身
御
物
語

四
十
二
歳
四
隔
國
令
堀
井
堤
事

が
道
修
治
支

秘
長
御
墓
造
支

駆
人
事



駆
羅
門
冊
事

秘
長
基
苛
御
出
事

四
十
八
歳
心
出
内
巡
見
支

　

出
生
河
異
形
物
交

凱
國
池
水
成
血
色

　

隔
崎
賓
寺
支

出

一
万
袈
裟
事

吼
長
御
廟
巡
見
事

　

肌
國
宰
献
異
形
物

　

「
余
種
薬
皮

四
十
九
歳
四
風
花
宴
事

　

穴
下
臨
幸
支

穴
腿
事

鵬
最
後
奉
拝

　

鵬
蘇
生
事

五
十
歳
四
剛
人
皇
后
奉
別
事

五
十
一
歳
宍
コ
月
廿

一
日
夜
牛
御
遷
化

(
五

ウ
)[白

聖
徳
太
子
伝

　

一

一
四

一



(
六
ウ
)

ア

ヘ
テ

　　　

ト

モ
9

4

1

　

4
6

y
lS
lS
S

　

g

　

イ
タ
キ

　　

フ

ヲ
ト
テ

玉

フ

　　

`

　　

キ
ず
メ
テ

　

y

y
卜

/

妃
不
二敢

好
譲
‘左
右

隨
‘

　　

命
冊
梢
r
惺
色
‘躍

入
ニ
ロ
中
‘妃
驚
悟

唯
喉

中
猶
似
’
呑
’

物
妃
太

　

奇

　

語
二

　

皇
子
‘
々
々
答
云
弥

　

一町
’育

必
得
“
聖

人
‘生

給

吾
等
養

　　

御
夢
合
有
御
愧
紅

　

然
妃
御
懐
妊
有

日

末

　

慈
悲
智
恵
深
重
成
給

　

♂
故

一
切
女
人
懐
妊

　

胎
内
子

ヲ
ア

ヲ

(
セ
9

ト

　

カ

タ
テ

フ

s

c

　　　

l
s

　

a
玉

へ
9

　　

7

　

ノ

　　　

ア
g

善
悪
嗣

　　

♂
是

経
二
八
介
月
‘出
“

　

妙
一言
其
言
異
説
皇
子
井
妃

一ニ

レ
イ
y
ヤ

テ
ヽ

　

一二

・
イ
ノ
ス
タ
ヒ

　　

ヲ

　

カ
イ

マ
ス

　　

ノ

　

ヘ

シ

メ

ソ

太
奇
♂

一
論

我
急

出
y世
迷

　

救
二娑
婆
‘我
居
二
本
師
二
町
篤
二
往

玉

フ
カ
ト

　

ヒ

9

・一

ノ

モ

ス
キ

　　

・一

ヌ

レ

ト

そ

　　　

メ

フ

レ

″

生
’然
妃
御
産
近
付

献

喜
給
而
其
月
去
九
月
成

　

御
産
無
経
二

十
二
月
‘妃
心
小

悲
給
事
是
非
無

♂
諸
人
奇

然
仁
皇
指

一
代
敏
達
天
皇
譚
淳
名
倉
太
玉
敷

天
皇

(
六

オ
)

聖
悳
太
子
傅
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總
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鏡
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參
賢
良
鞍
怖
面
呪
師
弩
鞍
9　西
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鉢
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